
令和８年度 コーポレート・マスタリーゼミ

企業価値を高め

進化する









Own Evolution

会社は、経営陣が進化した分だけ進む。



選ばれ続ける企業で

在り続ける

“時代に耐えうる制度”でなければ意味がない

令和７年度 コーポレート・マスタリーゼミ
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視点が増えると、会社の形が見えてくる。



ブレずに

変わり続けること



第一象限

すぐ動かないと大ごとになる

・急な事故やトラブル
・納期遅れ、クレーム対応
・税務署や労基署からの連絡
・社員の問題や体調不良

第二象限

あとで効いてくる大事なこと

・採用や人の育て方の見直し
・就業ルールや社内制度の整備
・将来を見すえたお金の計画
・自社の強みやイメージづくり

第四象限

やらなくても困らないこと

・なんとなく見ているSNSやニュース
・ダラダラ続くだけの会議
・毎回つくるけど見直さない資料
・意味のない押印や報告

第三象限

急ぎだけど社長じゃなくていい

・飛び込み営業の対応
・とりあえず呼ばれた会合や会食
・社内の細かい確認作業
・出なくてもいい電話やメール

緊急度

重
要
度

アイゼンハワーのマトリクス領域

“重要なこと”と、“今すぐやるべきこと”は、別にある。







３D＆Action

点を紡げば、立体になる。――構造が見えると、経営は動き出す。



はたらきたくなる 会社を目指す



伝わっていなければ、それは存在していないのと同じ。



ゼミについて

ゼミの目的：出来るだけ多くの経営者のお役に立ち、
世の中から選ばれる会社を増やしたい。

①１～３年ゼミ生中心の内容

②８割の基礎部分は同じ内容、２割はアップデート

③３年生以上のゼミ生はオブザーバー兼相談役

④二部は新ゼミ生の相談タイム

※顔見知りや内輪だけで盛り上がらない
※役職は抜きで１ゼミ生として参加（さん付け）



ゼミ長について｜松田 憲幸

人材業界（アデコ・リクルートグループ）を経て、2006年メットライフへ。

現在はセント・ロウ株式会社の経営にも携わりながら、財務・労務・法務・

組織・承継など、経営を横断した支援を実践。

「部分最適」ではなく、“経営全体をどう繋げるか”を軸に、多くの経営者と

向き合っている。

その独自の取り組みは、米国業界誌『Round the Table』に、日本人初として

特集掲載された。

本ゼミでは、各分野の知識だけではなく、変化の激しい時代において、経営

者自身が進化し続けるための「視点」と「構造」を共有する。
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制度設計
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